
管
内
の
救
急
出
動
件
数
と 

平
均
到
着
時
間
に
つ
い
て

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
管
内
の
過

去
10
年
の
出
動
件
数
は
、
平
成
19
年
の

５
，
５
８
０
件
か
ら
増
加
し
続
け
、
平

成
28
年
に
は
７
，
１
６
９
件
と
、
10
年

前
に
比
べ
て
１
，
５
０
０
件
以
上
増
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た

件
数
は
６
，
５
６
３
件
で
、
こ
の
う
ち

４
，
０
７
５
件
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
約
62
％
を
占
め
て
い
ま
す
。（
平
成

28
年
中
）

　

次
に
、
１
１
９
番
通
報
か
ら
救
急
車

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
平
均
到
着

時
間
を
見
て
み
る
と
、
全
国
平
均
８
・

６
分
に
対
し
、
管
内
で
は
９
・
５
分
と

約
１
分
近
く
長
く
か
か
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

１
１
９
番
の
救
急
要
請
を
受
け
る
と
、

要
請
現
場
か
ら
一
番
近
い
救
急
車
が
出

場
し
ま
す
が
、
そ
の
近
く
に
あ
る
は
ず

の
救
急
車
が
出
場
し
て
い
る
場
合
は
、

遠
く
に
あ
る
別
の
救
急
車
が
出
場
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
到
着
が
遅
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
管
内
で
も
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽

傷
者
の
搬
送
が
年
々
増
え
て
お
り
、
昨

年
は
約
34
％
が
軽
傷
者
の
搬
送
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
１

人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
為
に
救
急
車

の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。」

９月９日は「救急の日」
自分たちにできることは。

特集

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。

｢

救
急
の
日
」
と
は
、「
９（
き
ゅ
う
）
９（
き
ゅ
う
）」
の

語
呂
合
わ
せ
と
、
救
急
医
療
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め
、

救
急
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
57
年
に
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

消
防
庁
が
発
表
し
た
平
成
28
年
の
救
急
出
動
件
数
は

６
０
５
万
件
（
対
前
年
比
６
万
９
千
件
）
に
上
り
、

８
年
連
続
の
増
加
で
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

救
急
出
動
は
今
後
も
増
え
続
け
る
と
の
予
測
も
で
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
救
急
現
場
の
現
状
や
応
急
処
置
、

普
段
か
ら
で
き
る
救
急
医
療
へ
の
備
え
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成19年～28年の大隅肝属地区消防組合における救急出動件数

　管内の救急出動状況や
応急処置、傾向等につい
て、大隅肝属地区消防組
合南部消防署の石塚消防
士長にお話を聞きました。
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